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１ 計画の基本的事項 

第１節 計画策定の背景 

第１次計画の策定から 8年が経過し、環境に係る新たな法の施行や計画の策定・改定などがあり、循環型社

会実現に向けた取組の強化、世界規模で深刻化しつつある気候変動問題への対応、生物多様性の保全に向けた

取組の推進などが求められています。このような中、第１次計画が平成 29 年度で満了となることから、新た

な「第２次射水市環境基本計画」（以下「本計画」という。）を策定するものです。 

 

第２節 計画策定の目的  

本計画は、世界規模で深刻化する気候変動問題などの環境問題を的確に捉え、環境行政を取り巻く状況の変

化や社会経済情勢の変化、市民や事業者のニーズなどに対応した環境の保全及び創造に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するために策定するものです。また、市民、事業者、行政が公平な役割分担と協働の下に、環

境の保全及び創造に取り組むための指針となるものです。 

 

第３節 計画の位置づけ  

 

 

第４節 計画の範囲  

本計画の対象分野は、身近な環境から地球規模の環境までを総合的に捉えていくものとして、①生活環境、

②自然環境、③快適環境、④循環型社会、⑤地球環境、⑥市民協働の６分野とします。 

 

第５節 計画の期間  

本計画の期間は、長期的な将来を見据えながら、当面の目標として 2018 年度（平成 30 年度）から 2027 年

度（平成 39年度）までの 10年間とします。 

 

第６節 計画の対象区域 

本計画の対象区域は、射水市の行政区域全域を基本とします。 

ただし、市域を越えて広域的に協力して取り組まなければならない場合には、国・県や関係市町村との密接

な連携のもと、施策を講ずることとします。 

 

第７節 計画の実施主体とその役割 

本計画の実施主体は、市、事業者、市民及び滞在者とし、各実施主体がそれぞれの立場や役割分担に応じて、

環境に配慮した自主的・積極的な取組を進めていくこととします。 
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２ 望ましい環境像と施策の展開 

第１節 望ましい環境像 

本計画における目標とする環境像については、第 1 次基本計画の「未来につなげる豊かな自然 協働で創る環

境のまち いみず」を継承することとし、市民一人ひとりの行動により、本市の豊かな自然を守り・育み、未来に

つなげていくことを目指します。 

 

「未来につなげる豊かな自然 協働で創る環境のまち いみず」 

 

第２節 施策の展開 

望ましい環境像の実現を図るため、生活環境、自然環境、快適環境、循環型社会、地球環境、市民協働の６

分野に関して基本目標を掲げ、それぞれについて施策を展開していきます。 

これからの環境施策の展開にあたっては、豊かな自然や良好な生活空間を保全し、快適な日常生活を維持・

創造していくことに加えて、環境の観点から新たな技術の開発や産業の創出が進められ、地域の環境資源・特

性を活かした経済成長や活性化に結び付けていくという、「環境と経済の両立」及び「環境を資源として活用」の

考え方を重視して施策を展開し、持続可能性の高い社会の実現を目指していきます。 

 

■施策体系 
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(1) 健康で安全な生活環境の確保 

■将来イメージ 

●人の健康や生活環境への被害を及ぼすおそれのある公害は未然に防止され、良好な生活環境が保全されています。 

●日常生活や事業活動において、一人ひとりが、自分達を取り巻く大気、水、土壌などの身近な環境に悪影響を及

ぼすことのないよう考慮して行動しています。 

●身近な環境を良好な状態に保つために、住民や地域が主体となって自然環境保全や環境美化等に取り組んでいま

す。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①★◆大気環境基準の達成率 100％ 100％* *総合計画での目標値(H35) 

②★◆水質環境基準の達成率 100％ 100％* *総合計画での目標値(H35) 

③◆騒音環境基準の達成率 100％ 100％* *総合計画での目標値(H35) 

④★◆水洗化・生活雑排水処理率 92.5％ 93.2％* *一般廃棄物処理基本計画での目標値(H38) 

⑤★ごみの不法投棄件数（発見報告数） 48 件/年 33 件/年以下 過去 5年間の平均以下を目指す。 

⑥海岸漂着ごみ清掃活動数 10 件/年 増加  

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 

１．大気汚染対策 

取組の 

方針 

●大気質の監視と情報提供の充実を図ります。 

●大気質に影響を及ぼす恐れのある大規模工場等に対する指導の徹底を図ります。 

●マイカー使用から公共交通や自転車利用への移行を促進します。 

●低公害車の普及とエコドライブを促進します。 

主な取組 ①大気環境の負荷の低減   ②大気質の監視と情報提供 

 

２．水質汚濁対策 

取組の 

方針 

●地域の状況に応じて、公共下水道の整備・接続ならびに合併処理浄化槽の整備を推進します。 

●下水道、合併浄化槽の適正な維持管理を行い、放流水の水質管理を徹底します。 

●地域ぐるみの水質保全の取組を推進します。 

●水質調査を継続的に実施し、情報の提供・共有を進めます。 

主な取組 ①水環境の負荷の低減   ②水質の監視と情報提供 

 

３．その他の公害防止対策、環境衛生対策 

取組の 

方針 

●騒音、有害化学物質、地盤沈下等に関する監視・測定の継続的な実施、情報提供の充実、防止対策

の推進を図ります。 

●ペットの糞の処理や敷地内の除草など、環境衛生保全対策の促進及び啓発活動を推進します。 

●公害苦情や健康・生活環境被害の相談に適切に対応できる体制の整備を進めます。 

主な取組 ①騒音、悪臭、有害化学物質、土壌汚染、地盤沈下等の防止対策 

②公害苦情の適正処理   ③環境衛生対策の推進 
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４．ごみの不法投棄・海岸漂着ごみ対策 

取組の 

方針 

●廃棄物の適正処理に関する啓発と監視体制を強化し、ごみの不法投棄の防止を図ります。 

●海岸漂着ごみの削減に向けて、市民ならびに周辺市町村との連携に基づく取組を推進していきます。 

主な取組 ①不法投棄の監視体制の強化  ②海岸漂着ごみの回収・発生抑制の促進 

 

(2) 人と自然環境の共生 

■将来イメージ 

●市内にある貴重な自然を次世代に継承する重要性を、市民のみんなが認識しています。 

●身近な地域における里山などの豊かな自然環境は、良好な状態が保たれ、市民等の憩い・交流の場としての活用

も進んでいます。 

●里山環境を適切に守り・活かしていく活動を、地権者のほか住民やＮＰＯ等の多様な主体が支えています。 

●都市開発や河川・海岸等の施設整備にあたっては、周辺の自然環境や生態系に十分に配慮しながら進められてい

ます。 

●水源涵養、国土・景観保全、生物生息など、森林や農地の多面的機能の発揮にも留意しながら、地域特性を活か

した農林漁業の振興が図られています。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①★市民参加による森づくり年間参加

者数 

839人 1,600 人 倍増を目指す。 

②里山等での保全・交流団体数 5 団体 8 団体 金山、櫛田、黒河で１団体増を目指す。 

③希少動植物の保全活動数 ０件 2 件 県指定天然記念物（アシツキ、トミヨ等）に係る

保全活動の促進 

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 

１．生物多様性の確保、生態系の保護 

取組の 

方針 

●地域に生息する野生生物（希少動植物）の保護を図ります。 

●外来生物の侵入に留意しながら、生物多様性の確保や生態系の保護に努めます。 

●都市開発においては、経済的効果と環境重要度（動植物の貴重度等）のバランスを考慮しながら、

自然との共生・調和に十分に配慮した都市開発に努めます。 

●暮らしや農作物等に被害をもたらす有害鳥獣の防除・駆除を適切に行います。 

主な取組 ①希少動植物の保全   ②有害鳥獣対策 

 

２．森林・里山環境の保全・活用 

取組の 

方針 

●農地や森林の多面的機能の増進を図り、より良好な環境の農地・森林の保全・創出に努めます。 

●遊休農地や耕作放棄地の有効活用を促進します。 

●豊かな自然環境を体験し、学べる機会を増やします。 

主な取組 ①森林の保全    ②農地の保全 

③市民啓発、情報提供 

 

 

３．水循環の保全 
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取組の 

方針 

●県条例に基づき、地下水の適正管理を図ります。 

●節水や雨水の有効活用等を促進し、地下水の適正利用に努めます。 

●農地や森林の保全による水源涵養機能の維持を図ります。 

●湧水等の良好な水資源の保全を図ります。 

主な取組 ①地下水の適正管理と涵養  ②湧水等の水資源の保全・活用 

 

(3) うるおいとやすらぎのある快適環境の創出 

■将来イメージ 

●生活の場や人々が訪れる場で、うるおいを感じる緑や水を活かした環境整備や、歴史文化に配慮した街並み整備

が進められています。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①身近な公園や歩道、公共施設における

花や緑に満足している市民の割合 

－ 75％ 環境フェアで毎年アンケート調査を実施 

②◆地域花壇数 259面（H27） 262面* *総合計画での目標値(H35) 

③◆市民と行政との協働による都市公

園管理数 

94 箇所（H27） 99 箇所* *総合計画での目標値(H35) 

④保存樹木数 2 本（1件） 増加  

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 

１．公園緑地の保全・創出 

取組の 

方針 

●市民の憩いの場、生物の生息場所、さらに災害時の避難場所となる公園緑地の保全を図ります。 

●公共施設をはじめ、住宅や事業所などの緑化を促進し、緑豊かなまちづくりを進めます。 

●市民が集う交流空間として、河川や海岸等の水辺の環境整備を推進します。 

●自然を身近に感じられる緑豊かなまちづくりに向けて、緑・水辺のネットワーク形成を図ります。 

主な取組 ①公園緑地の維持管理の充実  ②水辺空間の環境整備 

③緑化の促進    ④公園緑地等のネットワーク化 

 

２．良好な景観の形成 

取組の 

方針 

●地域の自然、歴史・文化との調和に配慮した景観づくり（街並み形成）を図ります。 

●地域の歴史・文化的な財産の価値を再認識し、適切な保護と活用を図ります。 

主な取組 ①良好な景観の形成   ②歴史・文化の継承 
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(4) 循環型社会の構築 

■将来イメージ 

●ごみの分別は徹底され、買物等ではマイバッグの持参が定着し、ごみの減量が進んでいます。 

●製造メーカーでの製品の容器包装の簡素化、小売店でのトレイを使用しない商品販売など、事業者も積極的にご

み削減に取り組んでいます｡また、消費者も環境に配慮した商品や取組を行う店を選択しています。 

●食品メーカーや卸、小売店、飲食店、家庭など、「食べる」ことに関係する様々な場所において、食べ物を無駄な

く大切に消費しようという意識が高まり、食品ロスの削減が進んでいます。 

●バイオマス産業都市構想に基づき、地域の有機性資源を活かした、たい肥製造、廃食油活用、もみ殻有効利用等

が進み、地域の循環型社会づくり（環境活動）と産業創出（経済活動）の両立を目指すバイオマス産業として定

着しています。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①★◆▲市民一人一日当たりのごみ排出

量 

1,058ｇ※ 1,006ｇ* *一般廃棄物処理基本計画での目標値(H38) 

※事業系資源物含む 

②▲市民一人一日当たりのごみの最終

処分量 

50ｇ 42ｇ* *一般廃棄物処理基本計画での目標値(H38) 

③★◆▲リサイクル率 26.7％※ 36.0％* *一般廃棄物処理基本計画での目標値(H38) 

※事業系資源物含む   

④食品ロス削減の啓発協力店舗の数 54 店舗 70 店舗 アルコールと料理を提供する飲食店（約 70店）

の全店舗を目指す。 

⑤バイオマス産業でのたい肥製造量 3,600ｔ（Ｈ26） 4,300ｔ* *バイオマス産業構想での目標値(Ｈ36) 

⑥バイオマス産業での廃食用油利活用

量（混合燃油製造量） 

5 万ℓ（Ｈ26） 10 万ℓ* *バイオマス産業構想での目標値(Ｈ36) 

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 

１．廃棄物の排出抑制の推進 

取組の 

方針 

●できるだけ「ごみを出さない」生活スタイル・地域づくりの推進を図ります。 

●分別収集体制の構築により、廃棄物発生量の削減を図ります。 

●廃棄物の排出抑制に向けて、特に食品ロス対策の強化を図ります。 

主な取組 ①ごみ縮減の体制強化   ②食品ロス対策 

 

２．資源有効利用の推進 

取組の 

方針 

●徹底した分別収集体制の構築を進めます。 

●リフューズ（Refuse 不要なものは断る）の促進、リサイクル（Recycle 再生利用）の徹底を中心に、

４Ｒの推進によるごみの資源化を推進します。 

●本市の循環型社会づくりのモデル事業であるバイオマス事業の推進を図ります。 

主な取組 ①４Ｒ＊の推進 

＊廃棄物の３Ｒ（リデュース（Reduce発生抑制）、リユース（Reuse再使用）、リサイクル（Recycle再生利用））

プラス１Ｒ（リフューズ（Refuse不要なものは断る）） 

 

 

３．バイオマス産業都市構想の推進 
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取組の 

方針 

●これまでの個々のバイオマス事業の融合により、さらに幅広いバイオマス事業の推進を図ります。 

●バイオマス構想を、本市における循環型社会づくりのモデルとして、広く市民の理解と協力を得て

いきます。 

主な取組 ①バイオマス事業の推進   ②バイオマス教育の推進 

 

(5) 地球環境の保全 

■将来イメージ 

●地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨など、地球環境問題に関する正しい理解が広がっています。 

●市民一人ひとりが、地球規模の環境問題の重要性を理解し、環境の視点から生活行動や経済活動を見直し、実践

しています。 

●太陽や水、バイオマス等の恵まれた自然資源を活用した再生可能エネルギーの利活用が進み、エネルギーの地産

地消が広がっています。 

●エコカーの普及や公共交通機関へのシフト、省エネルギー住宅の普及など、運輸や住宅の部門での二酸化炭素の

排出量抑制の取組が進んでいます。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①何らかの地球温暖化対策を実践して

いる市民の割合 

－ 90％ 環境フェアで毎年アンケート調査を実施 

国調査を参考に各項目 90％以上を目指す。 

②★公共交通の利用者数（万葉線） 115.6 万人 125万人* *第 1次計画の目標値を継承する。 

◆（コミュニティバス） 38.9万人（H27） 45.0万人* *総合計画での目標値(H35) 

③電気自動車充電ステーション設置数 13 基 

（12箇所） 

15 基 

（14箇所）*

【H32】 

*富山県次世代自動車充電インフラ整備ビジョ

ンに基づく 2020年（H32）の目標値。 

④温暖化対策に関する環境講座の実施

回数・参加者数 

2 回 60人 2 回 60人 現状維持を目指す。 

⑤外灯の LED切り替え率 61.5％ 80％  

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 

１．地球温暖化対策 

取組の 

方針 

●化石燃料による電力やガソリンの使用を抑制し、温室効果ガスの排出量の削減を進めます。 

●公共施設や家庭での省エネルギー設備の導入、緑化等を促進し、温室効果ガスの排出量の削減を進

めます。 

●温室効果ガス（二酸化炭素）の吸収源となる森林の適正な維持管理を推進します。 

●温室効果ガスの実態の把握を行うとともに、情報の提供・共有を進め、市民意識の向上を図ります。 

主な取組 ①温室効果ガスの排出削減  ②地球温暖化に関する調査と意識啓発 
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２．省エネルギー及び再生可能エネルギー導入の促進 

取組の 

方針 

●化石燃料による電気やガソリンの使用を抑制し、省エネルギーを推進します。 

●公共施設や家庭での省エネルギー設備の導入を促進します。 

●バイオマス構想に基づき、木質バイオマス発電事業の推進を図ります。 

●太陽光、風力、小水力等を活用した再生可能エネルギーの普及を促進します。 

●エネルギー消費の実態把握を行うとともに、情報の提供・共有を進め、市民意識の向上を図ります。 

主な取組 ①省エネルギーの促進   ②再生可能エネルギー導入の促進 

 

３．オゾン層保護、酸性雨対策、水銀汚染防止対策 

取組の 

方針 

●フロンなどオゾン層を破壊する物質の適正な処理を推進します。 

●酸性雨の被害状況や観測結果の収集と情報の公開を推進します。 

●水銀使用廃製品の適正な回収を推進します。 

主な取組 ①フロン等オゾン層破壊物質の適正処理  ②酸性雨に関する観測・監視、情報提供 

③水銀使用廃製品の適正な回収 

 

(6) 市民協働による環境の保全・創出 

■将来イメージ 

●日常生活や事業活動、地域活動などの様々な場面において、環境に配慮した行動を自発的に行うことのできる人

が増えています。 

●環境学習の機会が充実し、市民の環境に対する理解は高く、自然環境、省エネルギー・省資源、景観などに関し

て、環境保全のために具体的に行動する・実践する人が増えています。 

●市民・地域、関係団体、行政などの多様な主体が連携して、環境保全や環境美化の活動が活発に行われています。

また、そのような活動を通じて、都市部と農村部等の市民の交流が活発化しています。 

●企業や事業所等において、製品の製造や販売での環境負荷の低減や、地域の環境保全活動への協力など、環境に

配慮した事業活動が広がっています。 

●環境の保全や創出に係る活動・組織を育成・支援する仕組みが充実しており、地域における環境ネットワークが

広がりを見せています。 

 

■進捗管理指標  （注意 ★：第 1 次計画での指標、◆：総合計画での指標、▲：一般廃棄物計画での指標、*：関連計画での目標値） 

指  標 基準値（H28） 目標値（H39） 備  考 

①いみず環境チャレンジ 10 事業の実施

数 

15 学校* 15 学校 市内の全小学校での実施の継続 

*県事業６校、市事業９校の合計 

②★エコアクション 21 認定数（環境マ

ネジメントシステム導⼊事業所数） 

14 事業所※ 増加 ※エコアクション 21のみ 

③★◆アダプト・プログラム参加団体数、

実施数 

60 団体 70 団体* *総合計画での目標値(H35) 

④協働事業数（市民、事業者等、市の連

携による環境事業） 

4 事業 ７事業 海岸清掃活動、事業者によるクリーン作戦活動等 

⑤環境関連活動団体数（ＮＰＯ等） 7 団体 9 団体 活動分野に環境保全を含む団体で、富山県民ボ

ランティア総合支援センター登録のＮＰＯ法人 

 

■基本施策と主な取組（市の取組） 
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１．環境学習・環境教育の推進 

取組の 

方針 

●環境学習・教育に関する情報の収集と共有を進めます。 

●年齢や生活場面に応じた体系的な環境学習・教育を推進します。 

●環境学習・教育に取り組む個人や団体の活動を支援します。 

主な取組 ①環境情報の提供、環境教育の場の整備  ②環境教育・講座の推進 

 

２．環境保全活動の推進 

取組の方針 ●市民や事業所による主体的な環境保全活動や美化活動の取組を促進します。 

主な取組 ①環境美化活動の推進   ②事業者における環境保全に係る取組の促進 

 

３．協働・連携の推進体制の構築 

取組の 

方針 

●市民や事業所による主体的な取組みを支援します。 

●各主体間の協力・連携を促す体制の整備を進めます。 

●環境に係る人材の育成・発掘、活動の育成を図ります。 

●国、県、周辺市町村との協力・連携の体制強化を図ります。 

主な取組 ①環境人材の育成   ②各種団体との連携・協力の促進 

 

３ 計画の推進と進行管理 

本計画を確実に実行していくためには、定期的に計画の進捗状況を把握・検証するなど、計画の進行管理が

重要となります。環境マネジメントシステムの考え方に基づくＰＤＣＡサイクルにより、施策の点検・評価、

必要な改善、計画の見直しを図っていきます。 

個別の施策や取組については、毎年、進捗状況の把握・検証、改善策の検討を実施していくこととし、施策

体系や数値目標を含めた計画全般に

ついては、計画期間の中間５年をめ

どに、それまでの個別施策の進捗状

況や社会情勢の変化等を踏まえて、

必要な見直しを図っていくこととし

ます。 

施策の実施状況や点検・評価の結

果については、本計画の進捗状況と

して整理を行い、市の広報紙やホー

ムページ等を利用して公表していき

ます。 

 

図 進行管理体制図（PDCA サイクル） 

 

 


